
ＺＥＢ化事業取組コンセプト

佐渡市では、平成29年度版に「佐渡市環境基本条例の基本理念の実現に向け」佐渡市総

合計画を策定し、施策方針に“地球温暖化対策などの推進と再生可能エネルギーの普及促進”

を掲げた。

社会福祉法人佐渡国仲福祉会は、地球規模で問題になっている『地球温暖化』対策とし

て平成28年に先駆けて

『朱鷺の舞う島 佐渡を守ろう！

人と緑に優しい エネルギー』

のコンセプトを掲げ、「木質ペレットボイラー及び太陽光発電設備導入」温室効果ガス

排出量の削減に取組んできた。

この度、令和3年度に新たなる政策

【“脱・二酸化炭素”推進計画としてＺＥＢ化事業に取り組む】を掲げる。

最新の省エネルギー技術の導入と既存設備の無駄なエネルギー消費を最小限に制御を行

い、事業継続のためのBCP（事業継続計画）対策を構築して地球環境に貢献する企業として

事業を遂行する。

災害時の”避難拠点”機能の強化

BCP対策（強靭なインフラの確保）

①地震に影響のないLPG仕様コージェネレーションシステムの導入

・停電時でもディ食堂の空調機運転と排熱回収から給湯供給及び給水ポンプ運転を可能にした。

②既存太陽光発電設備に蓄電池を導入

・エリアを限定とした照明点灯と非常用コンセント回路を新設してTV、パソコン、携帯充電を可能

にした。

③佐渡市と協議して災害時避難所の協定をする。
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